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産業建設常任委員会の概要について 

（報  告） 

 

１．日  時   令和３年９月３日（金） 

午前 ９時５７分  開 会 

午前１１時３５分  閉 会 

 

２．場  所   大会議室 

 

３．出席委員   委 員 長  下 山 光 義   副委員長  堀   光 雄 

委  員  舩 見 昌 功   委  員  遠 藤 泰 子 

委  員  澤 口 正 義   委  員  馬 場 騎 一 

議  長  小比類巻 雅 彦   副 議 長  瀬 崎 雅 弘 

 

４．欠席議員   なし 

 

５．傍聴議員   議  員  小比類巻 孝 幸   議  員  田 嶋 孝 安 

議  員  奥 本 菜保巳 

 

６．説 明 員   副 市 長                  米 田 光一郎 

経済部長                  吉 村 聖 毅 

建設部長                  松 橋 一 典 

経済部参事兼産業観光課長          長 根 正 登 

産業観光課副参事兼課長補佐         中 村 容 三 

産業観光課商業振興係長           沼 辺 千 恵 

土木課長                  工 藤 和 久 

土木課課長補佐               河 村   寛 

土木課維持係長               西 村 祐 樹 

建築住宅課長                中 村 勇 一 

建築住宅課課長補佐兼営繕係長        渡 辺 英 明 

建築住宅課課長補佐             蛯 名   剛 

建築住宅課管理係長             吉 田 史 子 

 

７．事務局職員   事務局長  蹴 揚 光 昭   次  長  中野渡 孝 英 

主  査  白 銀 壮太郞   主  査  福 士   史 
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８．案  件   ⑴ 令和２年度の除雪業務について 

⑵ 市営住宅の現状と今後の整備計画について 

⑶ スカイプラザミサワの運営状況について 

 

９．会議概要 

下山委員長：皆さん、おはようございます。 

 定刻より多少早いですが、皆さんおそろいのようなので始めさせていただきます。 

 定足数に達しておりますので、会議は成立いたします。 

 これより、産業建設常任委員会を開会いたします。 

 本日は、所管事務調査として、建設部所管の令和２年度の除雪業務についてと市営住宅

の現状と今後の整備計画について、また、経済部所管のスカイプラザミサワの運営状況に

ついての三つの案件について調査を行います。 

 案件１件ごとに調査してまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、案件１件目、令和２年度の除雪業務についてを調査いたします。 

 昨年度、三沢市は災害に匹敵する規模の大雪に見舞われました。市民の方々も大変な思

いをされ、また、職員の皆さんも業務に追われたことと思います。 

 昨年度は、ＧＰＳ管理システムや積雪深観測システムを試験導入したということであり

ますが、今後またこのような大雪に見舞われたときのために、昨年度の除雪状況やシステ

ムの試験導入について調査・確認してまいります。 

 それでは、市当局より説明を願います。 

工藤土木課長：土木課長の工藤と申します。よろしくお願いいたします。 

 恐れ入ります。座って説明させていただきます。 

 それでは、土木課から令和２年度の除雪業務について御説明いたします。 

 資料の１ページを御覧ください。 

 はじめに、１、令和２年度の除雪業務の総括についてでございます。 

 令和２年度の降雪状況は、除雪車出動の基準となる１０センチメートルを超える降雪が

１０日を数え、中でも例年であれば１日あるかないかの２０センチメートルを超える大雪

も５日に及ぶなど、災害に匹敵する規模となりました。１月末におきましては、降雪量の

累計が２２５センチメートル・２メーター２５センチメートルとなり、令和２年度を含ん

だ過去５か年の比較におきましても最も多い降雪量となりました。 

 また、除雪に要する費用につきましては、当初１億円を計上しておりましたが、度重な

る除雪車の出動により不足が見込まれたことから、専決処分により増額を行い、約４億９,

５００万円の支出額となりました。 

 なお、令和２年度におきましては、今後の対応を見据え、ＧＰＳ管理システムによる除

雪機械の稼働状況や降雪を観測するシステムについて試験導入を行いました。これと併せ

まして、県内各自治体のシステム導入状況について聞き取りを行った結果も参考にしなが

ら試験導入の効果やシステム導入についての検証を行いました。 

 下の表は、左から５か年分の降雪量の累計と、右表の除雪費を記載してございます。こ

の二つの表から、１月末時点で降雪量においても除雪費においても過去最多の数値となっ
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ており、かつ、１月末の数値が全体と比べてかなりの割合を占めていることが分かります。 

 次の表の除雪費一覧表は、令和２年度が突出した金額になった理由がこの表から判断さ

れるものでございます。除雪費の中の排雪費用が全体の４分の１弱を占め、累計の稼働時

間が令和２年度の次に多い平成３０年度の約２.７倍になっていることから、令和２年度が

多額になった理由が分かると思われます。 

 さらに、次の表の気象観測データ一覧表から、令和２年度の降雪日数につきまして、１

０センチメートル以上の降雪日数は除雪期間全体で１０日ありまして、そのうち１月末ま

での日数が８日ですので、全体に占める割合は８０％。同様に、２０センチメートル以上

の降雪日数については除雪期間全体で５日ありまして、その５日全てが１月末にあること

から、全体に占める割合は１００％でございます。 

 また、気温につきましても、令和２年度の１２月から３月までの最低気温を見ますと、

１月の最低気温が例年に比べてかなり低く、１２月、２月、３月も例年並みかそれより低

かったことが分かります。このことは下の除雪出動件数一覧表からも明らかで、令和２年

度の件数が突出して多く、その中でも１２月と１月が桁違いの数値となっております。 

 苦情の内容といたしましては、多い順から、除雪が来ない、または、除雪してほしい、

次が雪の置場に関すること、その次が排雪してほしいの上位３項目で全体の約７割を占め

ていることから、令和２年度の１２月と１月の降雪がすさまじく、今までの除雪方法の寄

せ雪方法では対応できていなかったことを裏づけております。そのため、今後につきまし

ては、まとまった雪が連続して降り、従来の除雪方法では道路にかなりの根雪が発生する

可能性がある場合は、速やかに排雪を行い、安全な道路交通の確保に努めてまいります。 

 ここまでは、以上でございます。 

下山委員長：そのまま続けてお願いします。 

工藤土木課長：分かりました。 

 次に、２ページ目を御覧ください。 

 ２、ＧＰＳ管理システム導入の検討についてでございます。 

 当課に管理システムの導入を検討した際に考えていた内容は、除雪稼働情報をリアルタ

イムに市民に公開することでありますが、現段階ではシステムの導入費用や次年度以降の

維持管理費等が高額であるため、導入が厳しい状況にあることから、まずは土木課が除雪

車の稼働状況等を把握することができるシステムで、かつ、今まで委託業者から紙で提出

されていた稼働状況の書類をオンラインやＧＰＳ端末からデータを取り込んで、毎月の支

払いまでを自動処理できるシステムの導入を検討し、除雪業務の円滑化を図りたいと考え

ております。 

 また、除雪管理システム導入状況一覧表から、令和２年度に試験導入したシステムを一

括して除雪車に設置した場合約１,１００万円かかることから、令和３年度の予算にその導

入費用は要求しておりませんが、複数年で導入する方法や補助事業で導入する方法などを

検討し、複数ある管理システムの比較検討のため、さらなる情報収集を行い、費用対効果

を含め、システムの導入について検討してまいります。 

 続きまして、３、積雪深観測システム導入の検討についてでございます。 

 こちらの試験導入につきましては、現在、除雪の判断を土木課の観測当番の職員が、ま
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ず自宅前で降雪量を観測し、除雪を行うかどうか決定しますが、降雪が部分的な場合など、

どこまで除雪するかどうかを担当の班のメンバーでパトロールし決定するため、パトロー

ルや除雪の開始に時間がかかることから、降雪量がデータになることで判断が明確化でき

るため、令和２年度に試験導入いたしました。 

 しかしながら、今回、試験的に設置したところは吹きだまり箇所だったことや積雪深観

測システム導入状況一覧表のとおりセンター方式のみでしたので、降雪量何センチメート

ルと数値だけ市に届きますが、カメラを設置していないため、その数値の妥当性を判断で

きない事態が生じました。また、県内自治体において導入実績が少なく、観測技術が確立

されているとは言いがたい状況であることから、現段階での導入は見送りたいと考えてお

ります。 

 今後におきましては、新聞記事にありました青森市のＮＰＯ法人による人工知能・ＡＩ

を活用した道路除雪の判断や、福井県なども同様に実証実験を行っていることから、その

結果を注視するとともに、除雪の判断を担当区域の業者に任せるやり方について、例えば

市街地の一部など範囲を限定した試験的な実施を選択肢の一つとして検討してまいりま

す。 

 いずれにいたしましても、今後、さらなる情報のデジタル化や情報通信技術の発達が見

込まれることから、除雪業務におきましてもそれらを活用して市民サービスの向上に努め

たいと考えております。 

 以上でございます。 

下山委員長：ありがとうございました。 

 それでは、今の説明に対し、質疑応答を行います。委員の皆さんからの御意見・御質問

等はございませんか。 

舩見委員：御説明ありがとうございました。 

 私からは、１番の除雪業務についてですが、三沢市内の業者に委託というか、頼んでい

ると思いますが、あとは自主的に参加されている町内会等もあると思います。その辺の会

社数についてと、総除雪車台数が分かりましたらお教えください。 

工藤土木課長：令和２年度の除雪委託業者ですけれども、２５社で除雪車台数は累計で１

２５台となっております。 

 以上でございます。 

舩見委員：ありがとうございます。 

 ２５社、１２５台、これには市の直轄といいますか、所有している除雪車が入っており

ますか。 

工藤土木課長：この台数には、市の所有や直轄の除雪車両を含んだものでございます。 

舩見委員：では、その台数とオペレーターといいますか、専用のオペレーターの人数を教

えてください。 

工藤土木課長：市の所有の除雪車の台数につきましては、１４台でございます。また、市

の運転手につきましては、土木課の運転手が２名と管財課の運転手も数名おります。 

 以上でございます。 

舩見委員：土木課２名、管財課数名ということで。これは除雪の出動の条件として、降雪
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量が１０センチ、これは道路ですよね。歩道に関しても１０センチなのかどうかと、市直

轄とかそういうのを重機を用いて土木課や管財課の職員の方がオペレートして除雪する

際、日中も出られることはあるのですかね、降雪量にかかわらず。 

工藤土木課長：歩道の除雪の基準につきましても、おおむね１０センチとなっております。

ただし、１０センチ未満の場合であっても、降雪の状況によっては出動することもござい

ます。 

 また、日中の除雪につきましては、幹線道路につきましては、ちょっと交通渋滞を招く

ことから厳しいので、生活道路などそういった交通渋滞を招かないところにつきましては、

パトロールした後にやることもございます。 

 以上でございます。 

舩見委員：幹線道路は、交通渋滞や事故の可能性もあるということで了解しました。 

 でも、昨年度、大変降った雪の中、幹線道路にわだちができたり、マンホールの蓋や消

防の蓋の上はえぐられて、そこにタイヤがはまってがんがんいって首痛いとか、私もあり

ましたが、なるべくそういうところをパトロールして、当然把握していると思いますが、

市民の皆様のためにも、重機や除雪機が１４台ございます。専用のオペレーターもおりま

す。日中、ちょっと緩んだときに削ってくれればいいなというのがありますので、これは

要望です。よろしくお願いします。 

 もう１点ですが、三沢市に国道、県道、市道があると思います。そこの国や県や市との

除雪に関する連携はどうなっているのでしょうか。 

工藤土木課長：三沢市にある国道の管理は、県が管理することになっております。県との

連携といたしましては、スクラム除雪事業といたしまして、三沢市の場合、平成１５年度

から町内会や市内の業者によって県道の歩道の除雪を行いまして、その除雪機、小型の手

押しのロータリー除雪機を県が貸与するという形で、連携をとって進めて行っております。 

 以上でございます。 

舩見委員：ありがとうございます。 

 理解しましたが、例えばなのですが、一方通行は県道でございます。歩道は市道でござ

います。昨年の雪のとき、私もそうですが、店の前の歩道を自分で除雪して、排雪する場

所がありません。小さいそりとかに載っけて、自分の家の裏のほうとかに排雪しておりま

したが、作業が追いつかず、朝、昼、晩、雪かきしておりました。それで、どうにか役所

のほうに相談したのですが、道路の境に縁石がありまして、最後はそこにやっぱり雪を積

み上げておくことしかできなくなりまして、大体２メートルぐらい高くなりまして、あそ

こは通学路でもあるので、また、道路幅も非常に狭いので、車やバスとかが２台通れない

状況であったことから、どうにか排雪してほしいのだと相談したら、県道と市道の絡みも

あってできなかったのです。 

 その辺の連携を、今後、いつ雪が降るかも分からない。昨年度に関しては、災害級の雪

だと思いますので、ぜひ連携を強くして、もちろん考えておられることとは思いますが、

今この状況で連携の県道、市道、また、排雪に関してどのような対策を持っておられるか、

あれば教えてください。 

工藤土木課長：アメリカ村の整備事業で整備されました広い歩道につきましては、市の管
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理する歩道でございます。それ以外の今までアーケードがあった部分の歩道につきまして

は、県が管理しております。 

 そういったものを含めまして、令和２年度に関しましては、雪も多かったことですから

排雪しなければ対応できない状況であったと思いますので、令和３年度、今年度からは、

降雪状況にもよりますけれども、排雪が必要になった場合は速やかに行えるように県と連

携してまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

舩見委員：県と連携して排雪していただけるということですが、個人で私は１回頼んで、

知り合いの業者に排雪していただきました。そういう部分でも、費用がかかることです。

当然、ダンプの排雪までの雪捨て場での処理と時間と。そういうところを含めて、予算も

かかることですが、やっぱり市民サービスの向上ということで、また、事故のない道路と

いうことを考えますと、そういう部分に対しても補助なり助成を考えていただきたいと思

います。これは要望です。終わります。 

馬場委員：去年も、これは苦情が来たのはすごく、多分多くて当たり前だと思っています

けれども、実際にさっき２５社という業者があるよね、百何台とか。この人数は、これは

どうなの、足りるのかどうか。ないときは要らない、大変だ、いろんなこれは難しいと思

うのだよね。最低保証があるかないかもあるし、全部出したって、仕事がなければ誰も来

る人もないし。 

 ただ、業者が足らないでできないとか、そういう足らないとかという話もあるし、用意

しても稼ぎがなくて辞めるとか、いろんなのを聞くけど、苦情が増えたのだよね。道路が

狭いとかいろいろあるのだけれども、どうなの、２５社とか何百で、５億円もあれ足らな

いと思うけれども、今度は１億円か何ぼだか余るのか。どうなの、これは。非常に、どう

してやっているの、そういうのというのを。 

 だから、稼ぎもなければ減るよね、業者。何かあなた方、去年あたり、誰が辞めた、こ

れ辞めたって、やる業者を探すのに大変な苦労したとも聞いているから。その辺の声がな

ければ、腕もあるし、誰だって運転手の腕もあるし、その辺をどううまくやればかなりよ

くなるのだけど、実際に足りているの。機械とか２５社とか何台で、これはどういうふう

にうまく快く働けるようにしているのだかどうだか分からないけど、何か非常に苦情が多

くて、やる側も安いとか高いとか、何か非常にあるから、その辺が２５社、その辺でどう

なんだ。ちょっと教えてくれないかな。 

工藤土木課長：除雪業者につきましては、年々少しずつ減ってきております。その理由と

いたしましては、やはりオペレーターの高齢化、あるいはオペレーターが集まらない、ま

た、重機も古くなってございますので、ちょっとした費用がかかるということのようでご

ざいます。 

 そういったものを解消するために、今まで三沢市としましては最低保証制度を設けてお

りましたけれども、令和２年度にさらなる見直しを行いまして、重機に係る費用の固定費

につきましては市からお金を出すということで、１１月から翌年の３月までの５か月間に

おいて合計額、令和２年度の実績といたしまして約４,２００万円を支払ってございます。

これによりまして、重機の減価償却に係る費用とかにつきましては賄えるものと思ってお
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ります。 

 以上でございます。 

馬場委員：そうですか。そうすれば、かなり前よりは大分よくなったと思って。 

 あと、業者でも腕の悪いのもあるから、その辺を何とか講習したり、そういうのをやら

なければ、街のほうが狭いからって理由つけて下手くさいのがやれば…、非常に聞けばあ

るのですよ。うちのほう、田舎のほうは全然、あんまり多くても腕がいいのかどうか、苦

情があまり街と比べればないと思う。やっぱり、うまく機械もあるのだから。北浜のほう

は意外とそうでしょう。だから、街ばっかしなんだよな、せっかくお金かけて一生懸命やっ

て怒られたら、一番最悪でしょう。 

 だから、こんなに優遇しているのだから、腕のいいのとか、講習を開いてレベルアップ

するみたいな方法をしながら、やっぱり確保して、大分違うと思うよ。あと、排雪の問題

もいろいろあるけどな。排雪は、やっぱり一番銭がかかるよな。今までなかったけど、す

ごかったでしょう。よその見栄えのいいところからすれば汚くて…。投げたら汚くて置い

たって、ああいうのもあるからその辺を考えて、かかるのは一番排雪にかかるのだよね。

それを考えてやらなければ、このぐらいあると、固定費だのそういうのを前と比べてどん

どんやっているのだから、腕のいいものと機械のいいのとか、ばっとやって指導力を発揮

して、少しかかっているのだから、やってくださいよ。 

 排雪は大丈夫か。今の態勢で、すごいあれで排雪は…。その辺をちょっと教えて。孝幸

さんのところはかえるってな。（発言する者あり）ああ、そう。あの辺があるから、もう

少しきれいにしていっぱいやるべ。どうなんですか、これから排雪は大丈夫か。それを聞

きたい。 

工藤土木課長：まず、除雪の講習会につきましては、シーズン前に県内９か所で開催され

ております。その際には、案内が土木課に来ますので、それが来ましたらその情報を建設

業協会とかに流してございます。 

 あと、排雪につきましては、今まであったロータリー除雪車が小さかったものですから、

今年度、大きい除雪車を購入する予定でございますので、それによってかなり排雪の稼働

がよくなるのではないかと思っております。 

 以上でございます。 

下山委員長：ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

下山委員長：ないようなので、質疑をこれで終了いたします。 

 ただいま委員の皆様から多くの質問・意見が出されました。 

 これから担当課におかれましては、除雪状態の指導、さらなるシステムの導入等も調査

・研究しながら市民生活へ支障が出ないような新たな除雪システムの構築・更新へ向けて

努力していただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、これをもちまして案件１件目を終了いたします。 

 続きまして、案件２件目に移る前に、説明員の入替えを行いますので、暫時休憩いたし

ます。 

 なお、説明員が入替えと同時に始めますので、少々お待ちください。 
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午前１０時２８分 休憩 

─────────────── 

午前１０時２９分 再開 

下山委員長：それでは、説明員がそろいましたので、休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 続きまして、案件２件目、市営住宅の現状と今後の整備計画についてを調査いたします。 

 現在、三沢市の市営住宅については、非常に老朽化している建物が多く、今後、建て替

え等が予定されていることと思います。しかしながら、建て替え工事には多額の費用がか

かることから、今後の需要と供給について中長期的な視野でしっかりと精査した上で更新

計画を策定していくことが必要と考えております。 

 そのようなことから、今回、市営住宅における入居状況や今後の整備計画等について調

査・確認してまいりたいと思います。 

 それでは、市当局より説明を願います。 

中村建築住宅課長：それでは、市営住宅の現状と今後の整備計画について御説明申し上げ

ます。 

 お手元の資料１ページを御覧いただきたいと思います。 

 まず、市営住宅は、市が公営住宅法に基づいて、住宅に困窮している比較的所得の低い

方に健康で文化的な生活ができるように、低廉な家賃で住宅を貸与することを目的として

建設する住宅となっております。 

 入居要件といたしましては、原則といたしまして、三沢市民であるか三沢市に勤務して

いる方、市税等の遅滞・滞納をしていない方、居住する住宅に困っている方、世帯の収入

が一定の基準以下、月収としましては１５万８,０００円以下であることなどが要件となっ

てございます。 

 それでは次に、市営住宅の概要でありますが、現在、当市の市営住宅は１１か所ござい

まして、コンクリートブロック造の長屋建てが１２棟で４４戸、木造の長屋建てが２０棟

の７８戸、鉄筋コンクリート造が１６棟で２９９戸の計４２１戸を管理してございます。 

 資料の３ページに位置図、４ページ、５ページに資料１として市営住宅の概要を添付し

ております。申し訳ございませんが、内容につきましては後で御説明したいと思っており

ます。 

 それでは次に、３の入居状況でございますが、８月１日現在で管理戸数４２１戸に対し

入居戸数は３２１戸となっております。空室は１００戸となっておりますが、そのうち建

て替え予定や老朽化が激しいなど新規入居中止というところが７２戸ございますので、そ

の戸数を加味しますと、入居率は約９２％となっているところでございます。 

 次に、申込み状況でございますが、こちらも８月１日現在で申込み件数が１９件、キャ

ンセルなどが２件、入居決定が４件で、１３件が入居待ちとなっております。その入居待

ちの件数につきましては、希望する団地に空きがない等の件数が約３分の２、残りの３分

の１に関しましては、部屋の修繕が終わりました後に案内を行う予定としております。 

 それでは、２ページ目を御覧いただきたいと思います。 

 ５の市営住宅の維持管理についてでございますが、駅東、第一岡三沢、桜町改良住宅の

各団地につきましては、老朽化が激しいため、現在、新たな入居者は入れないこととして
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おります。そのほかの団地では、退去者が出た場合、軽微な修繕は早急に実施して入居待

ちの方に提供を行い、傷みが激しいなどの場合は申込み状況と照らし合わせながら計画的

に修繕を行っております。 

馬場委員：座ってやらなくていいのか。さっきの人みたいに。 

下山委員長：では、着座のうえ説明をお願いします。 

中村建築住宅課長：では、座って説明させていただきます。 

 大規模な改修等につきましては、三沢市公営住宅等長寿命化計画を基に、順次改修を進

めているところでございます。昨年度は、さつきヶ丘団地２号棟、松園団地５、６号棟の

外壁改修などを行っておりまして、今年度は、松園団地の１から６号棟の給水管の改修を

行っております。 

 次に、６の市営住宅の今後の整備計画でございますが、建物の老朽化が進み、さらに耐

用年数を過ぎました市営住宅につきましては、市で策定しております三沢市公営住宅等長

寿命化計画を基に、順次建て替えを進めてきているところでございます。 

 長寿命化計画策定前の管理戸数は４５０戸でありましたが、当該計画の目標年・令和１

０年における確保が必要と思われる戸数が３９７戸と示されたことからも、管理戸数を当

時より５０戸減の４００戸となるよう各建替事業を計画し進めてまいってきているところ

でございます。 

 古間木団地は、平成２３年度の基本計画策定から事業に着手いたしまして、平成２９年

度で事業が完了しております。木崎野団地につきましては、平成２６年度の基本計画策定

から着手いたしまして、今年度をもって事業の完了を予定してございます。 

 次に、駅東団地につきましては、今年度から事業に着手しております。今年度は、居住

者の方の移転を行いまして、来年度からは既存の建物の解体や外構工事を施工いたしまし

て、木造平屋建てまたは２階建ての９棟２０戸を、令和８年度末の完成を目指し事業を進

めているところでございます。 

 昭和４８年度に建設されました第一岡三沢団地につきましては、耐用年数の４５年を過

ぎておりまして、駅東団地建て替え後に長寿命化計画における目標整備戸数４００戸が確

保されますことから、現計画においては廃止する計画となってございます。 

 この建替事業につきましては、長寿命化計画策定、また、基本計画策定時にも民間住宅

の借り上げ等も含めまして比較検討を行っておりましたが、問題点等も多かったことから、

参考資料としまして次ページの最後に添付させていただいておりますが、問題点が多かっ

たことから市が直接整備する計画としてきたところでございます。 

 市営住宅の今後の整備計画といたしましては、三沢市公営住宅等長寿命化計画を基本と

しながらも、個々の住宅や困窮世帯の状況も把握して、維持管理や建て替えに関する事業

手法も含め検討してまいりまして、市民に寄与していきたいと考えてございます。 

 それでは、資料の御説明をしたいと思います。 

 ３ページを御覧いただきたいと思います。市営住宅の位置図でございます。 

 位置図右側にさつきヶ丘団地、堀口中学校の近くに堀口団地、その少し上になりますが

木崎野団地、また、その少し上に第一岡三沢団地という形で配置されております。桜町団

地と桜町改良住宅につきましては、市役所の付近にございます。一中の前には第一松園団
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地、三沢高校の前には第二、第三松園団地がございます。第二松園団地の南側というか、

駅東団地につきましては、駅東工業団地のおいらせ町との境の辺りにございます。三沢高

校の野球のグラウンドの付近になります。三沢商業高校付近に古間木団地がありまして、

市内の１１か所となってございます。 

 それでは次に、４ページを御覧いただきたいと思います。市営住宅の概要の一覧となっ

てございます。 

 古間木団地２号棟で御説明いたしますと、２号棟は建設年度が平成２７年度で、構造は

木造の長屋建て、階数は平屋となっており、間取りは１ＬＤＫ、１戸当たりの面積は４９.

６８平米で約１５坪となっております。２号棟の戸数は６戸で、入居戸数は５戸、空き戸

数が１戸となっております。政策空き家、先ほどの改修しない空き家で入居させない空き

家はなく、空いている部屋が修繕待ちとなっております。修繕が終了しますと入居待ちと

なります。 

 政策空き家等につきましては、３番の駅東団地のように、空き戸数１２、うち政策空き

家１２といったような形になってございます。 

 次のページ、５ページの下のほうに１１か所の合計がございますが、先ほど御説明さし

あげたとおり、管理戸数が４２１、入居戸数３２１、空き戸数１００戸、うち政策空き家

７２戸の数値となってございます。入居可能な空き家といたしましては２８戸ございまし

て、そのうちこれから修繕を行う予定の部屋が１５戸、入居可能な部屋が１３戸となって

おります。 

 それでは、６ページを御覧ください。資料２の入居状況となっております。 

 管理戸数と入居戸数は先ほどの数値となります。入居世帯の内訳を計上してございます

が、一般の世帯が１２４戸、独り親世帯が３６戸、高齢者のみの世帯が、６０歳以上の方

のみの世帯が１６１戸の計３２１戸が現在入居してございます。約半数が高齢者のみの世

帯となってございます。 

 次に、７ページを御覧いただきたいと思います。資料３、近年の申込み件数となってお

ります。 

 昨年、一昨年と約４０件弱の申込みがございました。これに対しまして入居が決まった

件数につきましては、昨年、一昨年も約３０件ほどとなっております。 

 それでは次に、８ページを御覧いただきたいと思います。資料４、市営住宅の建て替え

等の計画となってございます。 

 古間木団地は２９年で完成しておりまして、木崎野団地は今年度で完了の予定となって

おります。 

 駅東団地につきましては、平成２６年度に基本設計、２８年度に設計を行っておりまし

て、今年度入居者の移転を進めております。令和４年度に既設の建物の解体工事及び外構

工事、５年度も引き続き外構工事を行いまして、令和６年度より３か年で３棟ずつの木造

の建物を建設の計画をしております。令和８年度に９棟２０戸の駅東団地の整備が完了す

る予定でございます。 

 先ほどと同様に、第一岡三沢団地につきましては、入居者とも相談しながら他の団地へ

の移転を行いまして、廃止する計画としてございます。 
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 今後は、三沢市公営住宅等長寿命化計画を基本といたしまして、先ほどと同じようにし

まして、各団地の長寿命化を行いながら個々の住宅及び困窮世帯の状況を把握して、維持

管理や建て替え等に関する事業手法も含めまして、市民に寄与してまいりたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

下山委員長：ありがとうございました。 

 それでは、ただいまの説明に対し、質疑を行います。委員の皆さんからの御意見・御質

問等はございませんか。 

澤口委員：駅東団地の件なのですが、既に建設に着手されている中で、聴くのも無駄のよ

うな気もしないでもないのですが、以前、私はあの駅東団地、あそこに建て替えしていい

のかどうか考えていただけないものでしょうかという発言をした経緯があります。 

 振り返ってみますと、そもそもあそこの駅東団地が造られた理由というのは、今はいろ

いろ名前が変遷してきておりますけれども、当時の東芝工場が非常に大きく誘致企業とし

てあそこに立地したから、その他の様々な企業が工場団地ということで駅東団地が形成さ

れたのですが、５０年以上も前の話ですから、交通の問題、それから住宅の問題等々いろ

いろあって、是が非でも最低でも住宅を確保しないと、あそこで働く人が確保できないだ

ろうという想定の下にあの駅東団地、住宅というものが造られたわけなのですが。 

 それで、実は私は率直に申し上げますけれども、今、人口減少する中で、きのうも最新

の広報みさわが我が家にも参りまして、人口の推移を見ておりましたら、もう３万八千台

になっているのですね。いつも私は、あれをいつも最初に見るのですけれども、正直に言

いまして、いつも愕然とするのです。何かこれからよっぽどのことがない限りは３万九千

台には追いつかないなと、逆にどんどん減っていくだろうなという思いをしております。 

 それで、課長のほうからいろいろ説明もありました。この市営住宅というのは、どちら

かというと、低所得者あるいは高齢者を対象とした住宅ということですが、当時、あの辺

はまず一つは工場の中に住宅があるということは、この時代にあって快適で文化的な生活

居住空間であろうかという疑問を私は率直に申し上げました。また、何といいますか、先

ほど人口減少するという中で話をしたのですけれども、今、買物難民、病院に行くにも、

バスの停留所がない。いろいろ困る、というのが現状なわけですよね。そういった将来的

なことも考えながら、私は建て替え場所を別にするべきだと。 

 ずばり申し上げますと、中心市街地の活性化も含めたこちらのほうに、町なかに造るべ

きではないかという気持ちが私はあるのですけれども。そこで、もう既に着手しておりま

したら、あまり言うのもなんですけれども、あそこの場所に建て替えするということになっ

た経緯、プロセス、どういう理由であそこに建て替えすることになったかをかいつまんで

御説明いただけるとありがたいです。 

中村建築住宅課長：駅東団地の建て替え場所を現在の場所としておるという理由につきま

しては、まず、現在の場所は確かに工業専用地区に隣接している準工業地区でございまし

て、しかしながら、団地の周辺にも戸建ての住宅やアパート等も建ち並んでいる状況となっ

ております。住民の方からは、工場の騒音等の苦情もないところではございます。 

 その中で、要は４０年以上が経過しまして、環境も変化しておるのですが、計画をした
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辺りの土地の入居者にいろいろアンケート等を取った結果、現在の場所での生活を、また、

建て替えてもそこで入居を希望するということが多数でございましたのが、まず一つござ

います。 

 あと、現位置で建て替えを計画したときに、区画整理等をいたしまして、その他の場所

で建てられないかということで、いろいろな場所を検討した結果、建てる場合には土地を

買わなければならない等の絡みもございまして、用地取得等の可能性とかございまして、

ちょっと法規制とかいろいろございまして、現地点での建て替えが最も適しているのでは

ないかという計画となってございました。 

 現状ですが、駅東団地の近くには、大体５００メートル範囲の中で、おいらせ町にはな

るのですのですけれども、マエダストアとかサンワドーとか、結構買物をできるところが

徐々に建ってまいりまして、しかも新しい道路ができて病院のほうまで通るというような

形で、最終的にはバス路線にもなるのではないかということに関しますと、計画の中でも

というか、今だんだんとそういう状況になっていると思ってございました。 

 最終的には、現在の地域環境等に似通ったところに建てるというときには、用地取得費

とか建物の絡みで、現状の計画の金額よりも１.７とか２倍とかという状況になることも予

想されましたし、住民の意向等もございましたので、現位置に建てたいということで計画

してございます。 

 以上でございます。 

澤口委員：分かりました。あそこありきで検討したというのが何となく感じられるのです

が、いいでしょう。 

 今の説明の中で、法規制があるというふうなことがあったのですが、具体的にはどうい

う事項なのでしょうか。 

中村建築住宅課長：法規制に関しましては、別なところの部分で、農地法とかそっちのほ

うの絡み、別な場所に建て替えるときのというものです。 

澤口委員：分かりました。農地法の規制と、それは転用すればいいことであって、しかも

公営住宅ですから、大概のところは先取りになっているわけですから。 

 分かりました。ありがとうございました。 

下山委員長：ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

下山委員長：それでは、ないようなので、質疑はこれで終了いたします。 

 ただいま委員の方々から質問、それから意見が出されました。これらの意見を踏まえた

上で、担当課におかれましては、時々の社会情勢や当市の財政状況等も考えた上で、計画

変更を含めた柔軟な、かつ慎重な姿勢で事業を進めていただきたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

 それでは、これでこの案件は終了とさせていただきます。 

 それでは、説明員の入替えを行いますので、暫時休憩を取らせていただきます。 

 ここで、５分ほどの休憩を取らせていただきたいと思いますので、トイレ休憩等よろし

くお願いします。 

午前１０時５５分 休憩 
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─────────────── 

午前１１時００分 再開 

下山委員長：それでは、そろいましたので、休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 続きまして、案件３件目、スカイプラザミサワの運営状況についてを調査いたします。 

 本市では、国際色を活かしたまちづくりを推進するため、市街地活性化を図ってきたと

ころでありますが、その中心市街地活性化の拠点施設であるスカイプラザミサワの運営状

況について今年度も確認してまいります。 

 それでは、市当局により説明を願います。 

長根経済部参事兼産業観光課長：着座で失礼します。 

 それでは、案件の３件目、スカイプラザミサワの運営状況について御説明させていただ

きます。 

 お配りしております産業建設常任委員会資料、スカイプラザミサワの運営状況について

を御覧ください。 

 めくっていただきまして、１ページをお願いいたします。こちらの資料は、スカイプラ

ザミサワ第１６回定時株主総会の資料でございます。 

 本年度の株主総会は、昨年度と同様、新型コロナウイルス感染症対策として、全株主か

ら同意書を提出していただく書面決議という方式にて実施されており、この資料は当該書

面決議の際に市長に対して配付された資料の写しでございます。本日は、その資料を用い

て御説明させていただきます。 

 ２ページをお願いいたします。第１６期事業報告でございます。 

 １、管理部門の⑴テナント部門の状況についてでございますが、昨年度は全テナントに

おいて緊急事態宣言中の時短営業や各種感染症対策の徹底を図りながら経営努力を積み重

ねてきたとのことでございますが、来店者数が大きく減少するなど、コロナ禍の影響を受

け大変厳しい経営状況にあったとのことでございます。このような状況の中、スカイプラ

ザミサワ株式会社では、各テナントに対する家賃の減額措置等を講じ、さらには各店舗の

営業努力により、テナント店の退店や閉店となることもなく、テナント入居率１００％を

維持することができたとのことでございました。 

 なお、下の表は、令和３年３月３１日時点におけるテナント入居状況の一覧でございま

す。 

 ３ページをお願いいたします。⑵アメリカ村にぎわい創出イベントの企画開催の状況で

ございます。 

 本市は、新型コロナウイルス感染症の発生に伴い、市内各種イベントが中止となったこ

とから、アメリカ村にぎわい創出イベントについても周辺の状況に鑑み自粛をしておりま

す。 

 次に、２、直営小売部門でございます。 

 まず、スカイプラザミサワ売上高では、各テナントと同様に緊急事態宣言中の時短営業

や店舗休業を実施するとともに、各種感染症対策の徹底を図りながら経営努力を積み重ね

てきたところでございますが、来店者数が大きく減少するなど、コロナ禍の影響を受け大

変厳しい経営状況にあったとのことでございます。結果といたしまして、小売部門では売
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上高が約６,６３０万円となり、前期の約９,９５９万円と比較し３３.４％減少いたしまし

た。 

 次に、Ｓｋｙ Ｐｌａｚａ ＭＩＳＡＷＡ内にあるファストフード店・Ｊａｃｋ＆Ｂｅ

ｔｔｙについてでございますが、こちらもテイクアウトの強化やモバイルオーダーの導入

など、売上げ向上に向けた取組を実施してまいりましたが、コロナ禍による影響を大きく

受け、売上高は前期と比較し３６.７％減の８８６万円となっております。 

 次に、県立三沢航空科学館にあるＪａｃｋ＆ＢｅｔｔｙⅡにつきましては、新型コロナ

ウイルス感染症の影響のほか、リニューアル工事の実施に伴い約６か月間の営業しかでき

なかったこともあり、売上高は前期と比較し６８.２％減の約４５４万円となっておりま

す。 

 移動販売車であるＪａｃｋ＆Ｂｅｔｔｙ号については、平日における公会堂前でのラン

チ販売等を実施いたしましたが、新型コロナウイルス感染症の影響による市内各種イベン

トでの設定ができなかったことから、売上高は前期と比較し３１.３％減の約３０４万円と

なっております。 

 なお、４ページにはＳｋｙ Ｐｌａｚａ ＭＩＳＡＷＡ及び各Ｊａｃｋ＆Ｂｅｔｔｙの

売上げに係る第１５期と第１６期との比較と売上推移のグラフが、次の５ページには直営

店舗及びＪａｃｋ＆Ｂｅｔｔｙのレジ通過客数が、それぞれ表とグラフで示しております

ので、こちらを御参照いただければと思います。 

 続きまして、１０ページから１２ページまでは、第１６期・令和２年４月１日から令和

３年３月３１日までの決算報告書及び監査報告でございますが、当該報告書は複式簿記に

より作成された資料となっております。そちらを分かりやすくするため、１３ページに単

式簿記により表記した参考資料を作成し添付しておりますので、令和２年度の決算につき

ましては、こちらの資料で説明させていただきます。 

 それでは、１３ページをお願いいたします。 

 スカイプラザミサワ株式会社令和２年度収支実績表。令和２年４月１日から令和３年３

月３１日までの収支でございますが、比較のため令和元年度の実績についても記載してお

ります。 

 まず、収入の合計でございますが、令和２年度は１億２,７３１万９,０００円で、前年

度との比較では５,０６０万７,０００円の減となっております。減額となった理由といた

しましては、先ほど来申し上げましたコロナ禍の影響によるテナント家賃の減額措置や商

品売上げの減収、イベントの実施に伴う補助金やイベント収入の減少などが要因となって

おります。 

 なお、雑収入につきましては、コロナ禍関連の各種支援金の助成があったため、増額と

なっております。 

 次に、費用の部でございますが、合計額は１億４,６４９万７,０００円で、前年度との

比較では３,８３１万１,０００円の減となっております。減額の理由といたしましては、

売上げの減少に伴い仕入れ部分に当たる売上原価が減少したことや、青森県立航空科学館

のリニューアル工事の実施に伴う人件費の減少などが主な要因となっております。 

 その結果、収入から費用を差し引いた経常利益は１,９１７万８,０００円の赤字となり、
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前年度まで黒字状態であった減価償却前の経常利益についても７２９万５,０００円の赤

字、各種税金等の支払い額を含めた当期純利益については１,９９９万円の赤字となってお

ります。 

 続きまして、１４ページをお願いいたします。こちらは、第１７期・令和３年度の営業

計画でございます。 

 まず、１、管理部門の⑴テナント部門でございます。テナント入居率は、引き続き１０

０％を見込んでおりますが、３階に入居しているファンアンドラーニングセンターが７月

をもって契約期間満了となるために、新たに現在１階でテスト営業をしていたリラクゼー

ションそわか様と新規テナントの入居について前向きに検討が進められております。そこ

で、前期と比較し契約金額では増収となる予定でございますが、昨年度と比較しますとわ

ずかながら減収する計画となっております。 

 次に、２、小売部門の⑴直営小売部門でございますが、こちらは新型コロナウイルス感

染症の影響が続いているものの、アジアフェアやヨーロッパフェアの実施のほか、ネット

ショッピングの充実により売上げの向上に努める予定となっております。 

 １５ページを御覧ください。 

 ⑵Ｊａｃｋ＆Ｂｅｔｔｙですが、直営小売店同様、新型コロナウイルス感染症の影響が

続いておりますが、テイクアウトを基本とした販売の充実や、デリバリーサービスとモバ

イルオーダーのＰＲにより新規顧客の開拓に努めることとしております。 

 ⑶のＪａｃｋ＆ＢｅｔｔｙⅡ、青森県立航空科学館カフェ営業ですが、科学館では４月

２０日にリニューアルオープンしたため、当該リニューアルオープンに合わせ、メニュー

の見直しや回転率向上を図るとともに、週末にはキッチンカー販売も行い屋外での飲食が

できる環境づくり進めるため、増収を目指しております。 

 ⑷のＪａｃｋ＆Ｂｅｔｔｙ号・移動販売車営業ですが、昨年度と同様、これまで設営し

てきた各種イベントが新型コロナウイルス感染症の影響で相次いで中止となっております

が、先ほど申し上げました県立三沢航空科学館での週末等の販売により増収を目指してい

くこととしております。 

 次に、１６ページを御覧ください。 

 こちらは今年度・第１７期の収支計画書ですが、収入の合計である１億９,４００万円か

ら費用の合計１億９,２４８万円を差し引いた経常利益では１５２万円の黒字となってお

り、減価償却前の経常利益では１,２６４万４,０００円の黒字を見込んでおります。しか

しながら、この収支計画は年度はじめに作成されたもので、現在、新型コロナウイルス感

染症の発生が全国的に増加しており、まだまだ予断を許せない状況でもあることから、当

該収支計画書よりも厳しい状況となることが懸念されております。 

 なお、補足になりますが、平成２３年３月１５日付で締結いたしました市からスカイプ

ラザミサワへの３,０００万円の貸付契約については、平成２８年度から５か年にわたって

１年度につき６００万円を支払う契約内容になっており、一昨年度までは順調に返済され、

昨年度をもって最終返済となる予定でございましたが、コロナ禍による大幅な収入減等を

理由に、昨年度末にスカイプラザミサワ株式会社から市長に対して当該支払いの支払い期

間延長の申出がございました。市といたしましても、昨年度はコロナ禍の影響により市内
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経済全体において大きな打撃を受け、様々な業種に対して各種支援対策を講じてきたこと

から、スカイプラザミサワの令和２年度分の返済についても、当該申出に基づき延長を認

めることとしたことを申し添えさせていただきます。 

 なお、最終返済分の６００万円の支払いについては、今年度中に返済する予定ではござ

いますが、今年度も新型コロナウイルス感染症の影響が継続していることから、今後にお

けるＳｋｙ Ｐｌａｚａ ＭＩＳＡＷＡの経営状態を見極めつつ市とスカイプラザ株式会

社において協議してまいりたいと考えております。 

 スカイプラザミサワ運営状況に関する説明は、以上でございます。よろしくお願いいた

します。 

下山委員長：ありがとうございました。 

 それでは、ただいまの説明に対し、質疑応答を行います。委員の皆さんからの意見・御

質問等はございませんか。 

舩見委員：御説明ありがとうございました。 

 私からは、１４ページの中ほどにございます、ファンアンドラーニングセンターが契約

終了となり、３階部分にリラクゼーションそわかが入られると。３階はもっと広いですよ

ね。リラクゼーションそわかは、恐らく二、三坪あればできると思うのですが。その次に、

現在交渉中の事業者とも前向きに検討しているとありますが、この事業者について分かる

範囲でお教えくださいますか。 

中村産業観光課副参事兼課長補佐：３階部分の契約変更等について、今の質問に対してお

答えさせていただきます。 

 まず、先ほど委員のほうからお話のあったとおり、リラクゼーションそわか様が３階の

ほうに入居されることとなっておりまして、あと、人材派遣会社のエンジョブさんも入る

予定になってございます。あと、今まで２階の奥のほうにスカイプラザミサワの事務室が

あったのですけれども、この事務室のほうも３階のほうに持っていきまして、その２階部

分の空いた部分は萬屋さんの増床部分として利用する予定にしております。 

 以上でございます。 

舩見委員：エンジョブとスカイプラザの事務所が入られるということで理解いたしました。 

 それで、家賃収入が売上高にあると思うのですが、家賃収入について、恐らく１階、２

階、３階でどういう契約になっているのかは分かりかねますが、金額的にも違うと思うの

です。そこで、家賃収入について資料がございましたら、分かる範囲で教えてください。 

長根経済部参事兼産業観光課長：皆さん、おはようございます。 

 舩見委員の家賃収入の内訳でよろしいですか。（発言する者あり）についてお答えいた

します。 

 坪単価で申しますと、１階が１坪当たり５,０００円、２階、３階が３,０００円となっ

てございます。 

 テナント収入の内訳でございますが、これはあくまでも令和２年の決算額でございます

が、萬屋さんが３７０坪をお借りしておりまして、家賃が１,３００万円ほどです。モンテ

ローザ、これは魚民と笑笑、１階のほうにあります店になりますが、二つで１１２.６坪で

６４７万円ほどです。Ｐｉｚｚｅｒｉａ Ｍａｓｓｉｍｏ、Ｌａｎｉ Ｃｈｉｃｋｅｎ Ｆ
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ａｃｔｏｒｙ、これも１階にございますが、４６坪で２６０万円ほどの家賃収入です。ファ

ンアンドラーニングセンターというのは、３階の撤退する予定のところになっていますが、

これは６３坪の２６４万円ほどです。中居酒店さんでは、３２坪で１８７万１,０００円ほ

どとなっています。両替所・スターキャピタルさん、１.３坪で３０万円。ミスビードル

ショップ、８坪で３５万円。ＤＥＭＺＵ、１５坪で８８万円。ふうはうす、９坪で４１万

円。Ｃａｆｅ＆Ｂａｒ ＬＩＦＥが２７.２坪で１５２万円。先ほど出たそわかさんが２.

３坪で２１万８,０００円、全部で３,０４２万１,０００円ほどの収入となっております。 

 以上です。 

舩見委員：詳細な金額までありがとうございます。 

 コロナ禍で大変苦しい経営というのは理解しております。家賃収入について少し値下げ

されているのかどうか、１階部分が１坪５,０００円、２階、３階が３,０００円のところ

から少し値引きされているのでしょうか、教えてください。 

長根経済部参事兼産業観光課長：コロナ禍の影響によって、それぞれの店に対して減額し

たということではうかがっております。 

 以上です。 

舩見委員：減額しての５,０００円、３,０００円、３,０００円ですか。そこまでは…。 

中村産業観光課副参事兼課長補佐：まず、先ほどの１階、２階、３階の５,０００円、３,

０００円、３,０００円なのですが、もともと２階は本来はもうちょっと高いのですけれど

も、面積が大きいものですから、同じ３,０００円というふうに、まず値下げをしておりま

す。コロナのほうの値下げにつきましては、昨年度、休業要請があった部分もございまし

て、短期間にはなるのですけれども減額措置をしました。先ほど申し上げました５,０００

円、３,０００円、３,０００円で本来は計算した金額が月額なのですけれども、それに面

積、坪数を掛けて１２か月で出すのですけれども、実際に先ほど申し上げました萬屋さん

の３７０坪の家賃が１,３００万円というふうになっていますけれども、約２か月間減額措

置をしたため、トータルでは１,３００万円に減額になったということで、この３,０００

円よりもさらに少し安くしたというふうに、その店舗にもよるのですが、１０％から２０

％安くしたということで聞いております。 

 以上でございます。 

舩見委員：御説明ありがとうございました。了解しました。 

 もう一つだけ。スカイプラザは赤字ですよね。コロナの影響もあると思いますが、役員

報酬が約５００万円計上されております。この役員報酬というのは、代表取締役とかござ

いますけれども、その方々への報酬ということでよろしいのでしょうか。 

長根経済部参事兼産業観光課長：舩見委員の役員報酬でございます。これは現在、務めて

おられるマネージャーの報酬となってございます。１人の人件費となってございます。 

 以上です。 

舩見委員：株式会社なので、いろいろ規約とかで決まっていると思いますが、赤字で苦し

んでますし、また、商工費からの振興費といいますか、補助金も入っている中で、やはり

削る。一般の企業ですと、削るのは人件費だと思います。報酬だと思います。三沢市は筆

頭株主ということもあり、従業員の皆さんやパートの皆さんの入替え等で少し人件費は抑
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えられていて、そこの部分の努力は見られると思うのですが、やはりそういう役員報酬の

ところとかの見直しを、市としても今後の中長期にわたっての見直しを働きかけていって

いただきたいと思いますが、そのようなお考えはございますか。 

長根経済部参事兼産業観光課長：ただいまの役員報酬の節減の請求ということでございま

す。 

 確かに、御承知のように三沢市が大株主になっております。うちの部長が役員というこ

とでなっておりますので、役員会は今のコロナ禍ではなかなか開催できてございませんが、

これまでですと約１か月に１回ほどとして役員会をしてきたところでございます。その中

で、そのような経営のもともとの工夫といいますか、申し伝えていきたいなと思います。 

 以上です。 

澤口委員：今、説明をいただいて決算報告等を見ますと、本当に大変な状況だというのは

手に取るように理解できました。こんなに悪化しているとは、正直なところ本当に思いま

せんでした。 

 厳しい状況に置かれているなというところでありますが、ここの三沢市の中心市街地の

問題は、昔から今日に至っても大きな課題であるわけなのですが、中心市街地におけるＳ

ｋｙ Ｐｌａｚａ ＭＩＳＡＷＡの存在というのは、まさにこの地区の、三沢市の市街地

にとって大変重要な存在であるというのは、これは皆さん分かっていることだと思うので

すが、そうした中でこういった苦境に追いやられている中で、今後、先ほどちょっと説明

ありました三沢市に対する返還金６００万円ですか、これも１年猶予していただいたとい

うふうな説明もありました。 

 Ｓｋｙ Ｐｌａｚａ ＭＩＳＡＷＡをなくすわけにはいかないと思うのですよ。ですか

ら、個別具体的なことは私は申し上げませんが、コロナが現時点では収束を見通せない状

況で、また来年度もこれは令和２年度以上に深刻な状況になる可能性もあるわけですが、

そういった中でぜひ三沢市もＳｋｙ Ｐｌａｚａ ＭＩＳＡＷＡの在り方についてしっか

りした検討をしながら、必要な支援、指導はしっかりやるべきだと思ってはいるのですが、

その辺はいかがでしょうか。 

 そしてもう一つ、これは現時点では債務超過には至っていないですよね。その辺のとこ

ろも、もしここで御説明できるのであったらお願いしたいと思うのです。 

長根経済部参事兼産業観光課長：ただいまの澤口委員のスカイプラザの今後の指導、支援

の仕方、どうしていくのだということに対しましては、おっしゃられたようにＳｋｙ Ｐ

ｌａｚａ ＭＩＳＡＷＡは本当に三沢市の中心市街地の集客の拠点施設として大切なもの

だと考えてございます。今後ともその辺の役目といいますか、公共的な部分での役目とい

うものをもう一度スカイプラザミサワ側と我々とで原点に立ち返るように指導していきた

いと思います。 

 あと、まだ債務超過に陥っていないのかという御質問でございます。 

 お配りいたしました資料の７ページに、貸借対照表というのがございます。そちらの７

ページの左側の下のほうに、資産の合計とあります。これは今のところでは６億３,８９５

万５,９０４円で、右側の負債の部で真ん中より少し下の部分に、負債の部、計というとこ

ろがございます。これは４億９,５５５万６,１４３円ということになっておりますので、
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まだ債務超過には陥っていないという状況であると推測されます。 

 以上でございます。 

澤口委員：ありがとうございました。 

 債務超過に至っていないという部分では、少し安心しました。しかし、先ほど申し上げ

ましたように、まだまだ厳しくなる可能性がかなりの確率で高いわけでございますから、

副市長そして経済部長もいらっしゃいますけれども、どうか早急に市の在り方、関わり方

を相談していただければ。そういうことをお願いして終わります。 

下山委員長：ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

下山委員長：ないようなので、質疑はこれで終了いたします。 

 今、委員の方々からいろんな意見をいただきました。これも全て、Ｓｋｙ Ｐｌａｚａ 

ＭＩＳＡＷＡは、本市にとって中心市街地活性化の拠点施設であるというふうな思いは一

緒だと思います。 

 ここでひとつ、委員の皆様に御報告しておきたいのですが、先ほど産業観光課長のほう

からありました市に対する融資金の返済猶予に係る申込みを市長にしてきたときに、同時

に議会への説明ということで、議長、副議長をはじめとして私も常任委員会の委員長とし

て参加をさせていただいております。その席で意見を求められましたので、これからこう

いうふうな形で市の中心、活性化の中心としてやっていく施設して存続していくために、

抜本的な経営改革も必要ではないかというふうな意見を言わせていただいております。 

 これから今日の委員会も含めまして、いろんな形で担当課には、またスカイプラザミサ

ワ株式会社と折衝していただきながらこれからの方向性を検討していただくと同時に、当

委員会としては、３,０００万円の融資金、これがちゃんとした形で決着がつくまで継続し

た審議を続けてまいりたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、これで案件３件目を終了いたします。 

 以上で、本日の案件は終了となります。 

 なお、この所管事務調査については、今定例会で委員長報告をすることになりますが、

この内容については正副委員長に御一任いただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山委員長：ありがとうございます。 

 それでは、そのようにさせていただきます。 

 以上をもちまして、産業建設常任委員会を閉会いたします。 

 大変御苦労さまでした。 

午前１１時３５分 閉会   

 

以   上 

 

委 員 長   下 山 光 義   


